
１０月２月

h
達成度

h
達成度 イ ロ ハ

100 89 89 Ｂ

95 82 86 Ｂ

90 78 87 Ｂ

90 73 81 Ｂ
80 60 75 Ｃ

90 63 70 Ｃ

90 78 87 Ｂ

80 61 76 Ｃ

90 96 107 Ａ
80 61 76 Ｃ

80 89 111 Ａ

80 73 91 Ｂ

80 70 88 Ｂ

80 70 88 Ｂ

80 74 93 Ｂ
80 74 93 Ｂ
60 49 82 Ｂ
80 65 81 Ｂ
70 91 130 Ａ
85 89 105 Ａ

100 86 86 Ｂ

○欠席者を減らす。

◎家庭での生活習慣の定着を図る。

○食生活の習慣をつける。

【自己評価：ｊ評価】
Ａ：１００％以上（達成）　Ｂ：８０％以上１００％未満（ほぼ達成）　Ｃ：６０％以上８０％未満（もう尐し）　Ｄ：６０％未満（できていない）

【学校関係者評価：評価】
イ：自己評価は適正である。　　ロ：自己評価は適正でない。　　ハ：わからない

100
％

100
％

○給食を残さず食べる。 児童・教職員

○給食の後，歯みがきをする。 児童・保護者

○ゲームを２時間以上しない。

・ジョギングタイムは大変
　よいと思う。
・体力つくりに向けて継
　続して取組んでほし
　い。

・家庭における生活習慣
　についてアンケートを
　実施することで啓発に
　もなるため継続して取
　組んでほしい。

児童・保護者

・全校で意識統一して取組ん
だ。

・目標を決めて取組んだ。

・基本的生活習慣について，
保護者啓発が効果的にでき
ていない。
・保護者の理解を得るよう，食
育や虫歯の完全治療に取り
組んだ。
・給食を残さず食べることにつ
いて，全校で意識統一して取
り組んだ。
・歯磨きについて，意識して
取組めていない学級もある。

・今後も体育の時間には必ず
行い，基礎体力をつけさせ
る。
・目標を決め，達成度を確認
することで次への意欲につな
げさせるように取組む。

・今後も引き続き，理解，協力
をしてもらうよう取組を行う。

・再度全校で意識統一をし，
粘り強く取組む。

○体育の授業でサーキットトレーニングをとりいれる。 教職員

◎一人一人の児童が目標を決めてジョギングタイム
　を行う。

児童・教職員

児童・保護者

○虫歯の治療に連れていく。 保護者

◎金メダルの朝ごはんを食べる。 児童・保護者

○食事のときは，テレビを消す。

・以前廊下の真ん中に
テ
　ープが張ってあった。
　そのことで児童に守ろ
　うとする意識を高める
　ことができると思う。

○靴箱の靴をそろえる。 児童・教職員

◎廊下の右を歩く。 児童・教職員
100
％

健
や
か
な
体

鍛
え
る

整
え
る

○体力テスト（主に５０ｍ走の結果を伸ばす。）

◎早く寝る。（時刻：低　８時～９時　中高　９時～１０時）

　　　　　 （時間：低　９～１０時間　中高　８～９時間）
児童・保護者

○早起き（６時３０分まで）をする。 児童・保護者

豊
か
な
心

○基本的な生活習慣を身に付ける。
　

◎充実感のある保・幼・小・中連携を進める。

◎家族や近所の人，先生や友だちに挨拶をする。
（来校者には，止まってはっきりと）

児童・教職員・保護者

100
％

◎交流活動のねらいを達成できた児童を８０％以上にする。（１・５年） 児童・教職員

・しっかり声が出ていない児童
に，きちんと挨拶をさせるよう
な指導が徹底されていない。
・学級で係りを決めるなど工
夫して取り組んでいる。
・走っている児童に対しての
指導が徹底できていない。
・学年でねらいを確認し合
い，計画的に取組んだ。

・校内で出会った人には，必
ず挨拶することを再度各学級
で指導し，できでいない児童
にはその場で指導する。
・廊下歩行について各学級で
指導し，できていない児童に
はやり直しをさせるよう，意識
統一をして取組む。

児童・教職員

○国語・算数の単元テスト目標平均点（低９０点・中８６点・高８３点）を
　 達成する。 教職員

・読書に関心をもたすよ
　う取組んでいることが
　わかる。

◎学習規律の定着を図る。（話し方・聞き方・ノートのとり方） 教職員

・児童に目標時間について指
導が徹底できていない。
・点検表を掲示して進捗状況
が把握できるようにしている
が，学級によって取組に差が
ある。
・目標点を意識しての取組が
徹底されていない。
・校内で統一して取組んだ。

・家庭学習の重要性について
指導し，児童に目標時間を意
識させる。
・学級で徹底して取組むよう，
再度確認をする。
・放課後の学力補充を充実さ
せ，個別で学力の定着を図
る。
・今後も引き続き取組む。

評価
コメント

・児童は，落ち着いて学
　習している。
・学習態度の悪い児童
　もいない。
・問題となる行動に対し
　ても適切に対応でき
　ていると思う。

確
か
な
学
力

◎国語，算数の標準学力調査の得点を伸ば
　す。
○漢字検定・算数検定の得点を伸ばす。

◎家庭での学習時間の目標を達成する。 児童・教職員・保護者

○読書の目標を達成する。（必読書を達成する。）

教職員・保護者

教職員・保護者

【児　　童】学校は楽しい。授業はわかる。がんばっている。
【教職員】勤めたい学校である。やりがいがある。
　　　　　　　力量を高めることができる。
【保護者】通わせたい学校である。学校の様子がよく分かる。
　　　　　　力を付けてもらっている。

・各サークルで教材研究を行
い，計画通り研究授業を実施
している。
・迅速に対応するよう意識統
一して取組んだ。

・全校で意識統一して取組ん
でいる。

・今後も引き続き，工夫して授
業ができるように取組む。

・今後も連携を密にし，組織
的に取組む。
・学級通信を月１～２回以上
発行するようにする。また，学
校便りで，次の月の行事予定
についても知らせる。

100%

自己評価 改善方策　　　　学校関係者評価

c中期経営目標 d短期経営目標

信
頼
さ
れ
る
学
校

◎子どもがわかる授業を工夫する。（年間研究授業３回）

◎問題行動に迅速に対応する。敏速に組織的に。
　（欠席児童や問題行動はその日のうちに連絡）

○情報発信（たより，ホームページ等）の目標を達成する。
　（学校・学年便り・月１回，学級通信・月１～２回以上）

教職員

g
目標値

【ビジョン】
○三原小発の教育研究を進める。
　知・・国語科・算数科・特別支援教育の推進
　徳・・保・幼・小・中連携教育（不登校対策実践指定校）
　体・・食育の推進
○教職員個々の授業力とチーム力を伸長し，学校力を向上する。
○地域・保護者の絆を大切にし，三原小で学ぶ誇りをもたせる。

平成２３年度 校番（１） 三原市立三原小学校学校評価表（中間）

達成度
j
評価

k
結果と課題の
分析

改善方策

「子どもも先生も通い
たい学校づくり。
保護者が子どもを通
わせたい学校づく
り。」

b経営理念 【ミッション】
○「知・徳・体」をバラン
スよく育てたくましく生き
る力を育む。
○教職員をリーダーとし
て輩出できる学校。

【成果目標】

e目標達成のための方策
【努力目標】〈◎本年度の重点〉

f評価項目・指標
【アンケートによる
肯定的評価の割合
（％）

a学校教育目標

評価計画

各アンケート８５％以上 各アンケート 

９０％以上 

Ｈ２２年度比できた児童

５％増 
Ｈ２２年度比できた 

児童１０％増 

児童アンケート９０％以 児童アンケート８０％以

全国平均以上 

６０％以上の学年 
全国平均以上４０％

以上の学年 

Ｈ２２年度比  Ｈ２２年度比 ５％減 

Ｈ２２年度比で

きた児童 １０％

Ｈ２２年度比できた

児童アンケート 児童アンケート９０％ 


